
 今年度、全校縦割りで授業デザインミーティングを3回計画しています。1回⽬は、単元検討や授業内容
の検討について様々な意⾒、アイディアを出し合いました。今回は、中学部２年と３年の職業・家庭科、
⾼等部２年と３年の職業科の様⼦についてお伝えします。
 

�中学部２年 職業・家庭科 

�中学部３年 職業・家庭科

研究主題
「児童⽣徒が学びをつなぐ」
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 授業デザインミーティング実施
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・経験や体験を重視し、基本的な内容を取り
 扱う。
・家庭科と職業科の⽐率で、家庭科の時数や
 内容を多めにする。
・基本的⽣活習慣（洗顔、⼊浴、⾝だしな
 み）レンジ調理、おにぎり作りなどを学ぶ
 機会を設定する。
・動画を制作する⽣活単元学習とリンクさせ
 ながら学習する。
・職業科、作業学習との関連を考えながら学
 習し、⾼等部の学習についても⾒通しをも
 てるように⼯夫する。
・栄養⼠、寄宿舎指導員、⾼等部ビルクリー
 ニング班の先⽣、⾷品加⼯の先⽣など担任
 外、外部講師を活⽤し、本物の⼈から学ぶ。
・⽣徒⾃⾝がレベルアップできたと実感でき
 るように振り返りを⼤切にする。

 

・⽣徒の実態に差がある中で、卒業後に向
 けて、繰り返しの学習をして、経験を積
 み重ねる。
・学んだことを学校以外の場⾯でも⽣かす
 ことができるように家庭や寄宿舎と連携
 をする。
・夏休みに⽣徒が具体的に考えたり、体験
 から学んだりできるような課題を出す。
・⾃分の得意なこと、苦⼿なことを知るこ
 とができるように、振り返りや達成感な
 どを⼤事にする。
・今は⼤きな夢を思い描いているが、⾼等
 部になったときに、より現実的な夢をも
 てるように、実習の内容を⼯夫したり、
 ⽣徒の実態に応じて求められる部分を考
 えたりする。

出されたアイディア 
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�⾼等部２年 職業科 

�⾼等部３年 職業科
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・⽣活マップを作るにあたり、⾃分の地域
 を調べることがよいのではないか。
・マップの中にQRコードで情報を読み取る
 形があればいい。
・⽣徒の実態や課題を踏まえた学習内容の
 設定やゴールを⺬す。
・実際にマップを活⽤できるか試す場⾯を
 設定する。
・卒業後「○○したい」という本⼈の願い
 が⼤事である。
・楽しいこと、余暇をするためには働いて
 稼ぐにつながるとよい。
・働く→帰る（帰る途中に店に⾏く？）
 １⽇の具体的なイメージをもつようにす
 る。
・お⾦のかからない余暇の場を⾒つける。
・教師の余暇の紹介をすることで、様々な
 楽しいことがあることを知ったり、興味
 関⼼をもったりできる場を設ける。
・体験的な活動を通して学べる⼯夫をする。

・現場実習Ⅰ期での気付きなどを個々の学
 びへ⽣かすことができるように⽬標設定
 や振り返りを⼤事にする。
・個々の課題は個別で振り返り、良さをみ
 んなで共有する。
・どのように⽣活や実習をすればいいか具
 体的なイメージをもてるように、項⽬を
 提⺬する。
 例）元気に⾏けたか、ごはんを⾷べてき
   たか、分からないことを聞けたか、
   挨拶ができたか
・⾃分を知ってもらうことは⼤事である。
 また、⾃分の知らないことを知る、相⼿
 を認めることも⼤事である。
・学びをつなぐために、未来へのスケッチ
 を⾒直し、活⽤できるようにする。
・⽣徒の理解⼒に差があるため、教師が個
 別対応をしたり集団で学んだりしながら
 フォローをする。
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